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水産についての総合学習　～　長島東小学校での取り組み～
紀北町にある長島東小学校５年の児童達は、社会科の時間に、地場産業である水産業のことを学んでいます。この学習の一環として、水産普及指導員が学校を訪れ、海に生息する色々な魚介類を、様々な漁法で獲っている三重県の漁業について話しました。
その後、魚介類に影響を及ぼす海の汚れについて、原因の多くが陸地からの汚れであること、特に家庭からの汚れが大きいことを説明し、実際に家庭から各児童が持ち寄ったものをCOD簡易計測キットにより測定し、確認しました。
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授業風景その１
　まずは、教室で三重県の漁業について話しました。地元の漁業だけでなく、伊勢湾や鳥羽・志摩方面で行われている漁業の概要を説明しました。
　スクリーンを使い、写真や画像による説明。
　わかりやすかったと好評でした。
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授業風景その２
児童達から事前に質問事項をもらっていたので、それについても説明しました。
写真は缶詰が出来るまでの概要を話しているところ。
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授業風景その３
　漁船の仕組みについて概要を話しました。
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CODを測ってみよう
事前に用意したCODのパックテストキットを用いて児童が各家庭から持ってきた家庭排水等を実際に測定してみました。
風呂の水や洗濯排水などの他、みそ汁やジュースなどもありました。
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測定結果の発表
各自２～３種類のものを測定。
ジュースや醤油などは原液ではすごく数値が高いので、５倍や10倍に薄めて測定しましたが、それでも検出限界以上になるものもありました。
意外にもペットボトルのお茶の数値が高かったのには驚きでした。
この学校では、児童各自がテーマを持って水産業の学習を進めています。今後、秋にも普及指導員を交えた学習が予定されており、更に水産についての理解が深まるだろうと思われます。
